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Ⅰ. はじめに

　燐化水素によるコクゾウSitophilus zeamais Mo－

TSCHULSKYの殺虫に関してはすでに多くの報告がある

が，その殺虫効果は薬量（濃度）やくん蒸時間に必ずし

も比例せず，不整一な結果を示すことが多い。この傾向

は，とくに蛹態において顕著である。

　既往の研究のあるものは蛹が他の態にくらべて燐化水

素に対する感受性が低いことを指摘している。たとえば

原田（’62），森ら（’66），LINDGRENら（’66）などがそ

れであり，このほかにも，とくにこのことを指摘はして

いないが実験結果から読みとれるGUNN（’59），RAIら

（’62）の報告などがある。

　森らの報告はこのことのほかに燐化水素の特性とし

て，殺虫効果に対し濃度よりも処理時問の効果が大きい

ことを明らかにした。

　すなわちこれらの諸研究からみて，前述したような殺

虫効果の不整一性は，コクゾウ蛹の燐化水素に対する感

受性の低さ，燐化水素の作用特性などがからみあった結

果ではないかと考えられるが，なおそのほかに，蛹の感

受性が蛹化後の日数によって差がある可能性も理由の一

つとして推測される。

　この点について解明しようとして若干の実験を試みた

ので，その結果をとりまとめて報告する。

Ⅱ. 実験材料と方法

中央に吊り下げて密閉・くん蒸し，48時間後にとり出

した。　くん蒸は飼育温・湿度で産卵終了後19日目から

2日ごとに31日目まで，計7回実施した。

　結果の調査方法：くん蒸の終ったコムギは試験管に戻

して上記・温湿度に保ち，以後毎日，処理コムギから羽

化・脱出する成虫数を産卵終了後50日目まで調査し，

最後の調査が終了した後に全部のコムギ粒を切開して

Stage別死虫数を調査した。

　Stage密度の調査方法：各くん蒸実施目に, あらか

じめ別に分けたコムギ10g（約300粒）ずつを全粒切開

してStage別虫数を調査し，密度を算出した。

Ⅲ．結果と考察

第1表にくん蒸開始時期（産卵後の経過日数）ごと

の，態別・生死別虫数と生存率をまとめた。

　供試虫：27.5士0.5℃，75±3％の温・湿度条件で飼

育した羽化3週間後のコクゾウ成虫2,000匹をコムギ

（Westem　White種）550gに3日問放飼・産卵させて

から成虫を除去した。このコムギを上記温・湿度に保

ち，産卵終了後17日目に9gずつ，試験管に分入してく

ん蒸用とし，別に10gずつを他の試験管に入れてStage

密度調査用とした。くん蒸は3連制で実施した。

　くん蒸方法：内容積約30lのガラス製くん蒸びんの底

に燐化水素として1g/m3の濃度になるよう燐化アルミ

ニウム剤を時計皿にのせて置いた。試験管に分入したコ

ムギをガーゼに包み，3本分を1組としてくん蒸びんの

　この表から明らかなように，くん蒸開始時期によって

生存率が明らかに異なり，産卵後23日目にくん蒸を開

始した区がもっとも生存率が高い。t検定の結果，平均

値についてLSD0.01=2.84で処理時期の間に有意の差が

あった。すなわち，産卵後23日目および25日目にくん

蒸を開始した区が，他の日にくん蒸を開始した区とくら

第１表　くん蒸時期と態別生死別平均虫数及び生存率
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べ，燐化水素に対する感受性に差があるものと考えられ

る。

　つぎに，羽化・脱出した成虫について，くん蒸時期ご

とに産卵から脱出までの平均日数をみると第2表のとお

りであった。

　この表から明らかなように，燐化水素処理区は無処理

区にくらべ脱出までの日数が7～10日長くなっており，

とくに，生存率の低い区ほど脱出までの日数が長くなる

傾向を示している。このこともまた，産卵後19～21目

ころのコクゾウの感受性が低いことを示すものと考えら

れる。

　まず，どの態でくん蒸を受けたものが生存した可能性

があるかについて検討するため各くん蒸時期ごとに，く

ん蒸開始時および終了時の無処理区の態別虫数の全虫数

に対する比率（幼虫率・蛹率・成虫率）と，これに対応

するくん蒸区の幼虫率・蛹率・成虫率を算定して表示す

ると第3表のとおりとなる。

　幼虫態でくん蒸をうけた場合についてみると，この表

から明らかなように，くん蒸終了時に相当する無処理区

の幼虫率は有意に他の区（くん蒸開始時の無処理区とこ

れに対応するくん蒸区）と差があるが，くん蒸開始時の

幼虫率とくん蒸区の幼虫率（死亡個体のみ）はほとんど

差がない。くん蒸開始時に幼虫態であったものがくん蒸

によってすべて蠕に変態することなく殺虫された場合に

のみ・このような結果となるはづであり，したがって，

上記の実験結果からみて，幼虫態でくん蒸をうけたもの

はすべて変態せずに殺虫されたと解してよいであろう。

　蠕の場合には幼虫から蠕への変態によって蠕率が高く

なり，蠕から成虫への変態によって蠕率が低くなるの

で，様相は幼虫の場合ほど単純ではない。しかしなが

ら，上述のように幼虫態でくん蒸をうけたものが100％

殺虫されるという結論を基礎とすると，つぎのように考

察することができる。

　すなわち，蠕態でくん蒸をうけて全虫が蠕態のまま死

亡した場合は，くん蒸区の蠕率はくん蒸開始時のそれと

差がないはづであり，一方，蠕態でくん蒸をうけても死

亡せずに成虫となって羽化・脱出する個体があった場合

は，くん蒸区の蠕率はくん蒸開始時のそれにくらべて低

くなるはづである。第3表についてこの点をみると・産

卵後23日目にくん蒸を開始した区がもっともその差が

大きく，第1表に示した生存率もこのときがもっとも高

い値を示している。このことは，この時期の蠕がもっと

も燐化水素に対する感受性が低いか，またはこの時期の

蠕にもっとも多く燐化水素に対する感受性の低い個体が

含まれていることを示すものと考えられる。

　成虫について，第3表からみると，くん蒸区の死成虫の

全虫に対する比率はくん蒸開始時の成虫率とくらべて，

産卵後19・21・29・31目目にくん蒸を開始した区ではほ

とんど差がなく，この時期にくん蒸を行なうと・既往の

諸研究によっても，この条件では，成虫態でくん蒸をう

第２表　くん蒸開始時期（産卵後の経過日数）による産卵から脱出までの日数の変動

第３表　無処理区とくん蒸区の態別密度（％）
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けたものが完全に殺虫されるほか，蛹態でくん蒸をうけ

ても生存するものがないか，あってもきわめて少ないと

考えられる。また, 産卵後23・25・27日目にくん蒸を開

始した区については，少なくともその一部の蛹が殺虫さ

れずに成虫となり，一部は穀粒内で，または脱出後に殺

虫されるが，他は脱出後も生存したとして差支えないで

あろう。

　このように，蛹態でくん蒸をうけた場合，すべての蛹

が生存できるわけではないこと，および生存できる条

件－燐化水素に対する感受性の低さ－は蛹化後の日

数によるのではないか，と考えられた。そこで，どの時

期の蛹がもっとも感受性が低いかを明らかにするため，

各くん蒸時期別の蛹について，蛹化後の日数別の分布を

第2表のくん蒸開始時のStage別密度から算定して第

4表を作製した。

後3～4日の蛹の中になお感受性の差があることも推察

される。

　このように，なお若千の検討の余地はあるにしても，

少なくともコクゾウの蛹一とくに蛹中期以後一で燐

化水素に対する感受性が低いことは明らかであると考え

る。

Ⅳ．摘　　要

　この表と上述の第3表についての論議および第1表に

示した生存率とを参照しながら考察を進める。

　まず，産卵後19・21日目にくん蒸を開始した区は生

存虫がなく，すべて死亡したこと，21日目のくん蒸区

で蛹化後4日以内の蛹が若干あるがほとんどすべての蛹

が蛹化後2日以内のものであることから，蛹化初期の蛹

は燐化水素に対する感受性が低くないと考えられる。

産卵後23日目にくん蒸を開始した区はもっとも生存率

が高く，以後，日数の経過とともに生存率が低下してゆ

くこと，23日目のくん蒸開始時には蛹化後4日以上経

過した蛹がいないことから，蛹化後3～4日経過した蛹

がもっとも感受性が低いことおよび蛹末期のものは感受

性が低くないことが推論きれる。しかしながら，蛹化後

の日数が3～4日の蛹の比率が23日目より25日目の方

が高いこと，蛹化後3～4日の蛹の比率と生存虫率の間

に一定の数量的関係が見出しがたいことからみて，蛹化

　1.  コクゾウに産卵させたコムギをくん蒸材料とし，

30l容のガラス製くん蒸びんを用いて1g/m3の燐化水

素で48時問ずつ，産卵終了後19日目から31日目まで

2日ごとにくん蒸を行ない，産卵終了後50日目まで羽

化・脱出成虫数を調査し，その後，全粒を切開して態別

生死別虫数を調査した。結果はつぎのとおりである。

　2．幼虫態でくん蒸をうけたものは100％殺虫された

と考えられる。

　3. 成虫態でくん蒸をうけたものも100％殺虫され

た。

　4．蛹態でくん蒸をうけたものは，蛹化後の日数によ

って感受性に差があるものと考えられ，初期蛹は感受性

が低くないが，中期以降の蛹で感受性が低下している可

能性が推論された。
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1. Rice weevils were allowed to oviposite on wheat grains and the grains were fumigated with 
hydrogen phosphide for 48 hours at the dosage of 1g/m3. Fumigation was repeated every other day 

from 19 through 3l days after oviposition. The number of emerged adults were counted until after 50 

days from oviposition and, then, the mortality of each stage was confirmed by dissecting all the grains 

treated. 

2. Rice weevils that were treated apparently at larval or adult stage were completely killed by the 
fumigation.

3. Pupal stage of rice weevil seems to be less susceptible to hydrogen phosphide depending upon 

the lapse of days after pupation. A tendency was indicated that the pupae of later stage are more 
tolerant to hydrogen phosphide than those of initial stage. 


